
ゆるっと楽しい

食育絵本

食にこだわる

結の会

障がいのあるアーティスト

「食育」という言葉を耳にする機会がとても多くなってきました。

食を大切にする心や優れた食文化を知ること、『心も身体も「食」の上に成り立っている』

そんな当たり前の事に気づくきっかけになればという思いで食育絵本を製作しようと思いました。

子どもたちが健やかに成長し、食に対する理解を深めるための取り組みとして

絵本はとても力強い手段であり、その普及が社会全体に広がることを期待しています。

食文化の継承やつくる楽しみ・食べる喜びを大切にする気持ちを伝えていけたらと考えています。

未来をつくる子どもたちが食の大切さを学び、地域の食文化をまもる生産者さんを知る手助けとなれば幸いです。

出来上がった絵本は三多摩エリアの幼稚園、保育園に配布していきます。

作画を担当したのは八王子の障がい者施設「結の会」です。

「結の会」では障がいのある人もない人も一緒に仕事をします。

　出来ることは少ないけれど自分で出来る事はとても真摯に取り組む人。

　色々なことがとても上手に出来るのに、思いがけないことが苦手な人。

　ほとんどの人が、気にならないで過ごしていることが、気になって気になって前に進めない人。

　そして想いを言葉にするのが苦手な人。

「結の会」のアート活動は、そんな言葉にできない想いが形になっていく場になればとの思いで始まりました。

アートの活動から生まれた絵画は多方面で認められつつあります。絵本として多くの人の目に触れることで

芸術を通して障害者の社会参画を実現する一歩を踏み出せたらと思います。


